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( 科目コード：8800420008AP)

【改訂】第 1 版（2009-02-06）
【科目】生産システム工学特別研究
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】２年間科目・14 単位
【対象学科・専攻】生産システム工学専攻・学年共通
【担当教員】

下田 祐紀夫
石澤 静雄
高橋 秀夫
金子 忠夫
重松 洋一
櫻井 文仁
黒瀬 雅詞
小幡 常啓
大手 丈夫
青木 利澄
渡邉 直寛
大嶋 一人
富澤 良行
平井 宏
柳田 友士
樋口 博
櫻井 治男
鶴見 智
藤平 威尚
大豆生田 利章
荒川 達也
神長 保仁
五十嵐 睦夫
宇治野 秀晃
辻 和秀
小林 晋平

【授業目標・教育方針】
・研究課題および、その基礎となっている背景が体系的に正しく理解されていること。
・研究課題の遂行に必要な実験的手法、解析的手法、数値的手法、資料・文献調査などの方法を理解し、運用できる
こと。
・得られたデータをまとめ、解析することができること。またその結果について合理的な説明ができること。
・研究課題に関わる英語の文献を読むことができること。
・研究発表会などの場で、自分の研究内容およびその結果を、相手に分かりやすく話すことができること。
・報告書などの作成において、その構成や文章表現が適切にできること。

【授業概要】
熱力学、材料力学、機械力学、弾性力学、流体力学、システム制御、品質管理、電磁気学、回路理論、電子物性、プ
ラズマ工学、数値解析、シミュレーション工学、情報理論、アルゴリズム論、量子力学、離散数学などの生産システ
ム工学に関する特別研究である。担当教官の指導の下、2 年間をかけて、上記の分野およびその関連分野に関わる研
究課題を、実験的手法、解析的・数値的手法により、あるいは調査、討論により解明する。その成果は 1 年次末の中
間発表会および 2 年次末の特別研究発表会で報告しなければならない。中間発表会では講演予稿集を、2 年次の最終
発表会には研究論文集を作製する。

【教科書・教材・参考書 等】
各担当教官の指示による。

【成績評価方法】
［前期］日常的な取り組み、報告書・論文集等の内容、発表会における発表や質疑応答の内容により総合的に評価す
る。
［後期］日常的な取り組み、報告書・論文集等の内容、発表会における発表や質疑応答の内容により総合的に評価す
る。

【本校の学習・教育目標】
◎ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．
◎ (E) コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-b) いくつかの工学の基礎的知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し，データを正確に解析し，工学的に考察
し，かつ説明・説得する能力
(2-c) 工学の基礎的な知識・技術を統合し，創造性を発揮して課題を探求し，組み立て，解決する能力

(e) 種々の科学，技術および情報を利用して社会の要求を解決するためのデザイン能力
(f) 日本語による論理的な記述力，口頭発表力，討議等のコミュニケーション能力および国際的に通用するコミュニ
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ケーション基礎能力
(h) 与えられた制約の下で計画的に仕事を進め，まとめる能力
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【授業計画】（授業名：生産システム工学特別研究）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

2 年 【生産システム工学特別研究課題
（2 年生）：担当教員／副担当教
員】

生産システム工学特別研究は、担当教員正副）の計画
にしたがって、テーマごとに２年間をかけて行われ
る。１年次末と 2 年次末には、それぞれ、中間発表会
と特別研究発表会が開かれる。
以下研究課題：
・小幡／大嶋：常磁性磁気浮上を利用した重力セン
サーの作成
・樋口／櫻井（治）：GPS 測位の高精度化に関する検討
・黒瀬／高橋：高周波焼入れによる金型用材料の傾斜
機能効果
・辻／青木：単泡性音響発光を利用した短パルス光源
の開発
・青木／鶴見：フェリ磁性体のモンテカルロシュミ
レーション
・小幡／富澤：GPS の誤差測定と精度改善
・下田／櫻井（文）：大型ステンレス容器の超精密加工
に関する基礎研究
・富澤／小幡：非線形 FM-CW 地中レーダの開発
・黒瀬／金子：連続球面性状を有する薄板成形の非線
形応力解析
・樋口／小幡：高精度 GPS を用いた無人車両の経路誘
導制御に関する検討
・高橋／黒瀬：急速圧縮機によるディーゼル燃焼の研
究 ( 噴霧の壁面衝突が混合気形成に及ぼす影響 )
・神長／金子：超伝導における Bose-Einstein 凝縮の役
割
・小幡／大手：リズム歩行によるリングワンダリング
回避の可能性
・大手／小幡：複雑な表面を有する材料付近でのプラ
ズマの挙動とその作用
・青木／神長：ナノデバイスへの量子力学 - トンネリ
ング現象を中心として -
・荒川／柳田：ニューラルネットの理論と応用
・櫻井（文）：下田／ミーリング加工におけるセミドラ
イ加工
・黒瀬／石澤：粒子強化連続体を有する複合材料の均
質化法による解析および実験
・重松／下田：マスタ・スレーブシステムの試作研究
・金子／黒瀬：スパッタ膜の微細構造に及ぼす基板運
動の影響
・渡辺／大手：ZnO に Mn をドープした希薄磁性半導
体膜の試作
・渡辺／平井：In2O3 を母体とした希薄磁性半導体の
試作
・櫻井（文）下田：工具びびり振動低減に関する研究
・高橋／石澤：アトキンソンサイクルによる低負荷時
熱効率の改善
・辻／高橋：超音波を利用したキャビテーションの発
生と制御
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1 年 【生産システム工学特別研究課題
（1 年生）：担当教員／副担当教
員】

生産システム工学特別研究は、担当教員正副の計画に
したがって、テーマごとに２年間をかけて行われる。
１年次末と 2 年次末には、それぞれ、中間発表会と特
別研究発表会が開かれる。
1 年生の特別研究課題および担当教員は４月当初に特
別研究課題説明会を実施後、決定する。
================
宇治野 / 小林 : 量子情報と暗号理論
小林 / 宇治野 : 重力場中の量子論とその工学への応用
藤平 / 櫻井 ( 治 ): 重力場中の物体運動のシミュレー
ション
樋口 / 小幡 : ＧＰＳ制御自律航行無人移動体に関する
研究
下田 / 櫻井 ( 文 ): 高純度半導体ガス用の大型ウルトラ
クリーン容器（ガスボンベ）の開発
金子 / 黒瀬 : 反応スパッタ法による CuI 透明導電膜の
作成とその評価
富澤 / 小幡 : 地中レーダシステムの広帯域化の関する
研究
荒川 / 富澤 : ニューラルネットワークの理論と応用
富澤 / 小幡 : パルス式地中レーダシステムの開発
黒瀬 / 金子 : プレス形成金型の弾性床盤のたわみを利
用した金型設計
五十嵐　櫻井 ( 治 )　小型 MRI 装置の開発
小幡 / 青木 : フラクタル伝送線路の伝達特性
下田 / 櫻井 ( 文 ): 電解複合研磨法による超精密加工の
条件出しシステムの開発
大手 / 小幡 : 低温プラズマによる超疎水化表面の形成
とその安定化を促進する因子
大手 / 渡辺 : プラズマを用いたカーボン表面でのナノ
ニードル状突起の生成とフィールドエミッションディ
スプレイへの応用
渡辺 / 大手 : 室温強磁性を示す希薄磁性半導体薄膜の
磁気光学的評価
荒川 / 重松 : 進化型計算の理論と応用
小幡 / 富澤 : パラメトリック励振アンテナの伝送線路
特性
青木 / 金子 : トンネル効果と走査トンネル顕微鏡への
応用
鶴見 / 荒川 : フラクタル符号化を用いた類似画像検索
高橋 / 石澤 : 非定常噴流の生成機構に関する研究
重松 / 下田 : マスタ・スレーブ型二足歩行ロボットの
研究
大嶋 / 平井 : 量子情報の基礎
鶴見 / 樋口 : 手描きの特徴をモデル化したベクタ画像
からラフスケッチ風画像の生成
黒瀬 / 石澤 : 伝熱および減圧の複合効果による射出成
型と樹脂流動解析
渡辺 / 平井 : 透明強磁性薄膜の試作と評価
高橋 / 石澤 : 噴霧の壁面衝突がディーゼル機関の混合
気形成に及ぼす影響
櫻井 ( 文 ) 下田 : 冷風セミドライ加工における潤滑効果
と冷却効果の分離評価法の確立
青木 / 五十嵐 / らせん磁性体の分子場理論
櫻井 ( 文 ) 下田 : 中ぐり加工における工具振動低減のた
めの研究
小幡 / 富澤 : 重力波通信の基礎研究
石澤 / 高橋 : 拡散が律速の予混合火炎の特性
大手 / 小幡 : プラズマ空間の急変時に発生するプラズ
マの過渡現象
五十嵐　樋口 : 磁性ゼオライトの NMR による研究
樋口 / 鶴見 : 赤外線画像計測とその応用に関する研究
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